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Abstract 

 
A paleontological restoration of the “Paleoparadoxiid Mizunami-Kamado specimen” which was ex-
cavated from the Shukunohora Formation of the Mizunami Group in Kamado-cho, Mizunami City, 
Gifu, Japan, was created as a 2D illustration. The form and ecology of when the specimen was preyed 
by sharks, were reconstructed based on skeleton of MFM18130, its burial position. The illustration 
was revised by the Kitagawa and Kohno’s scientific comments before its completion. 
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1. ははじじめめにに 
 

パレオパラドキシア瑞浪釜戸標本（以下瑞浪釜

戸標本と記述する）の産状や板鰓類などの共産化

石の研究から，本個体の死後埋積するまでに起こ

ったことが解明されつつある（北川, 2024 など）．そ
こで，埋積するまでの出来事を盛り込んだ復元画を

描き，本報告書に掲載することとした．このような復

元の作業過程を報告した事例は未だに少なく（安

藤ほか, 2022），登場する古生物の情報，なぜこの

ような構図にしたかの理由や学術的裏付け，制作

過程の情報が提供されない場合が多い．本稿では，

安藤ほか（2019）のように復元画に関する構図等の
意匠やその情報について紹介する． 
 

2. 復復元元画画のの制制作作 
 
安藤ほか（2022）の鰭脚類復元模型制作では，制

作の打ち合わせから完成までメールによるやり取り

のみで，意思疎通に欠く場面があった．その反省を

基に，本件では Zoomを使い 2023年 8月に最初の
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打ち合わせを行った．各種研究はまだ途上にあっ

たが，明らかになっている点を基に協議した結果，

埋積過程で板鰓類に捕食された一場面を制作する

こととした．この時点では，瑞浪釜戸標本の産出部

位や埋没の状態，咬合痕のつけられた箇所や捕食

した板鰓類について明らかになっており，これらの

情報を基に①仰臥位（仰向け）で海底に沈み，体軸

をやや左側に傾けた状態，②左後肢を板鰓類が噛

み，持ち上げている状況，という設定で制作が始め

られた．登場する古生物はパレオパラドキシア瑞浪

釜戸標本と板鰓類の 2つに絞ったが，これは生物の
多さに起因する情報量の過多により閲覧者が必要

な情報を得られない状況を防ぐ目的もある．構図は，

調査報告書に掲載することも踏まえて縦長とし，産

状図を生かして頭頂部方向から見ている状態とした．

また，瑞浪釜戸標本の仰臥姿勢の参考として，新

村・松井（2019）のスタンフォード標本（Neoparadoxia 
repenningi）の 3D骨格モデルが使用された． 
その後，北川（2024）の埋積過程の考察や髙桒

（2024）の板鰓類の情報（イタチザメ属複数個体により
捕食された点）および咬合痕の位置，仲谷（2016）の情
報を基にした現生板鰓類の形態および生態情報を基

にして制作が進められた．そして，2024 年 1 月にラフ
画の監修を web 会議により行った．この時点で，産出
しなかった前肢を描かないこと，頸部をより強く椎体側

に屈曲するなどの修正がなされ，これらが反映された

ラフ画が再度制作され，再監修の後に完成した． 
 

3. 復復元元画画にに含含ままれれるる情情報報 
 
完成した復元画を Fig. 1に図示する．復元画には，

前肢を失い，海底に仰臥状態で上半身の体軸をや

や左側に傾けた瑞浪釜戸標本の遺骸が描かれてい

る．その左下腹部および左後肢の太もも付近を，イタ

チザメの仲間（Galeocerdo aduncus）が捕食ししてい
るという，この個体の死後～埋積までの間に起こった

代表的な事象が含まれている．頸部についてはU字
型に過伸展しているが，これは北川（2024）の産状図
に合わせたものである．板鰓類の捕食箇所は咬合痕

の観察された箇所である．また，後肢の指の長さや

脛骨の向きなどの生体情報についても標本を基にし

た学術的な監修が反映されている． 
なお，本復元画は死後の状況をまとめたもので，一

瞬の情景を表現したものではない．当然，時系列や

一場面を復元するとなるとその時点の腐敗の度合い

が反映される．しかし，腐敗の経過についての証拠が

ないことに加え，前述したように，瑞浪釜戸標本の死

後に起こった頸部の過伸展や板鰓類による捕食の描

写に重点を置いて復元を行ったため，体表について

は表皮を失い筋肉が露出する描写とした．すなわち，

Fig. 1のささくれ立ったものは体毛ではなく，本来は皮
下にある筋肉である．したがって，この復元画は，瑞

浪釜戸標本の遺骸が着底してから埋積に至るまでに

起こった様々な事象のうち代表的なもののみを抽出

し，視覚的にわかりやすく表現したものである．この復

元画と本論を閲覧することにより，調査報告書に収録

される産状，埋積過程および板鰓類化石の研究成果，

さらには復元の意図についてよりわかりやすくかつ視

覚的に伝えることができると期待される． 
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付録：制作された復元画は，クリエイティブ・コモンズ [表示 4.0 国際]ライセンス（CC BY 4.0）の下に提供されている．引用する場合
はクレジット表記をする必要がある．クレジット表記例：復元画は，小田ほか（2024）を使用．または復元画は小田 隆（2024）制作． 
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小田 隆ほか （T. Oda et al.） 

 

 
Fig. 1. パレオパラドキシア瑞浪釜戸標本の遺骸が海底に着底後，埋積するまでの間に起こった事象

の一部を描写した復元画．復元画は鉛筆で描かれた．毛のようにささくれ立ったものは筋肉で

ある． 
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